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オ

ー

ス
ト
リ

ア
花

の
旅

に
出

か
け

る
機
会

を
得

た

の
は

、
ま

る
で

予
期

せ
ぬ
出

来
事

の
よ
う

に
あ
る

日
突
然

や

っ
て
き
た

九

一
年
十

二
月

に
ウ

ィ
ー

ソ
大
学

修
±

課
程

を

終
了

し
、

九

二
年

一
月

五

日
オ

ー

ス
ト
リ

ア
か
ら

ア
ン
ゲ

ラ

・
ク
ラ
ー

マ

(〉
コ
σQ
①
δ

区
遷
日
①
同
)
が
我

が

家

に

や

っ
て
来

た
。

主

人
と

は

一
年

前

サ

ソ

ア
ソ
ト

ソ
で
知

り
合

い
、

日
本

に
来
る

こ
と

で
連
絡

を
取

り
合

っ
て
い
た

よ
う

だ
。
植

物

の
セ
リ
科

シ
シ
ウ
ド
属

の
属

名

〉
コ
σq
Φ
ぎ

鋤
、
天
使

の

〉
コ
ひQ
①
一
と

も
呼

べ
る

ア
ン
ゲ

ラ
は
植
物

好

き

の
私

に
は
縁

が

あ

る
お
嬢

さ

ん

の
よ

う

で
あ

っ
た
。

就
職

先
を

見
付

け

る

こ
と
、

そ
れ

に
伴

う
書

類

を
揃

え
る

こ
と

な
ど

で
約

五
カ

月
が
過

ぎ
た
。

五
月

に
就

職

先
も
決

ま

り
、

出

入
国
管

理
事

務
所

の
書
類

審
査

(就

労

ビ
ザ

)
の
結

果
が

一
～

二
か
月
後

と

な
る

た
め
、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
で
待

機

す
る

こ
と
と

な

っ
た
。

そ

こ
で
ア

ソ
ゲ

ラ

の
両
親

の
勧

め

で
、

ア

ソ
ゲ

ラ

に
同
行

す
る

こ
と
が
決

ま

り
慌

た
だ

し
く
準
備

を

し
、
約

一
か

月

の
予
定

で
、

五
月

二
七

日
に
オ

ー

ス
ト
リ

ア

に
向

け
出

発

し
た
。

ソ
ウ

ル

に

一
泊

し

て
、

ド
イ

ツ

・
フ
ラ

ソ
ク

フ
ル
ト
経

緯

で
夜

十

一
時

、

白
熱

灯

が
ダ
イ

ヤ

モ

ソ
ド

の
よ

う

に
点
灯

す

る

ビ

エ
ソ
ナ

(
ウ
イ
ー

ソ
)
空
港

に
到
着
。

ア

ソ
ゲ

ラ
の
お

母
さ

ん

と
弟

の
出

迎
え

を
受

け
、

ア
ウ

ト
バ
ー

ソ
を
約

一
時

間

で
ア
ソ
ゲ

ラ

の
家

の
あ
る
、

シ

ュ
タ
イ
ヤ

マ
ル
ク
州

の

パ
ー

ト
ベ

ル
グ

に

つ
い
た
。

編
集

委

員

な
ど

で
か

か
わ

っ
た
、

『
札
幌

の
植

物
』

(
九

二

・
五

・
二
五

北
大

図
書
刊
行

会

出
版

)
を

ア
ソ
ゲ

ラ

の

お

父
さ

ん

へ
お
み

や
げ

と
し
た

と

こ
ろ
、

フ
ク

チ
は
自
然

好

き
、
植

物

好
き

と

思
わ

れ

て
、

一
般
的

な
観

光
地

だ

け
で
は

な
く

自
然

保
護

区
、

野
鳥

保
護

区
、

山

や
湖

に
案

内
さ

れ

一

味

違

っ
た
旅

と
な

っ
た
。

以
下

日
付

順

に
述

べ
た

い
。

ハ
ー

ト

ベ
ル
グ

、
グ

ラ

ー
ツ
周
辺

の
古

城

や
森
、

沼
を
訪

ね

る

(
五

・
二
九

～

六

・
四
)

澄

ん
だ
鳥

の
声

で
目
が
覚

め

る
。

ツ
グ

ミ
科

の

ア
ム
ゼ

ル

(
和
名

ク

ロ
ウ
タ

ド
リ

)
と

い
う
鳥

が
良

い
声

で
鳴

い
て

い

た
。

ク

ラ
ー

マ
家

の
約

二
〇

〇
〇

㎡

の
敷
地

に
は
サ
ク

ラ

ソ

ボ

ゥ
、

ウ

メ
、

ナ

シ
、

カ

シ
グ

ル
ミ
、

キ
イ

チ
ゴ
な
ど
が
植

え
ら

れ

て

い
る
。

カ

サ
サ
ギ
、

ア
オ

ゲ

ラ
か
ヤ

マ
ゲ

ラ
、

ア

カ
ゲ

ラ
、

ハ
ト
、

ク

ロ
ジ

ョ
ウ
ビ

タ
キ
が

よ
く
見

ら
れ

た
。

ま
た
私

の

ス
テ
イ

し
た
部

屋

の
ベ

ラ

ソ
ダ

の
軒

で
ク

ロ
ジ

ョ

ウ
ビ

タ

キ
が
巣

を

か
け

て

い
た
。

時
差

ボ

ケ
も

な

く
、
早
速

人

口
六

五
〇
〇

〇
人

の

ハ
ー
ト

ベ
ル
グ
市
内

の
ウ

ォ

ッ
チ

ソ
グ

に

で
か
け

る
。

オ
ー

ス
ト
リ

ア
の
東

に
位

置

し
、

ア
ル
プ

ス
の
始
ま

り

と
な
る

ゆ
る

や
か
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な

丘
が
続

く
。

丘

に
は

ワ
イ

ソ
用
ブ

ド

ウ
畑

と

オ
オ

ム
ギ

の

畑

が
広

が

っ
て

い
る
。

市
内

に
は
古

い
昔

の
城
跡
、

城
砦

が

見

ら
れ
、

風
化

し
た
城

砦

の
壁

の
透

き
間

か
ら

シ
ダ

の
仲

間

の

イ

ワ
デ

ソ
ダ

?

や

ツ
タ

バ

ウ

ソ
ラ

ソ
(
○
く
巳
σ
巴
鋤
鼠
o

ヨ
霞

聾

ω
)
な
ど

の
仲
間

が
飾

り

の
よ

う
に
育

ち
歴
史

的
風

情

を

だ
し

て
い
た
。

マ
ロ

ニ
エ

(
セ
イ

ヨ
ウ

ト

チ
ノ
キ
)

の
花

咲

く
町

の
石
積

み
煙
突

の
上

に
は
、

コ
ウ
ノ

ト
リ
が
繁
殖

用

の
巣

を

か
け

て
お
り
町

の
雑

踏

を
見

下
ろ

し

て
い
る
。

こ

ん

な
大

き

な
鳥
が
餌

を
取

れ

る
環
境

を
維

持

し

て
い
る

こ
と
が

羨

ま

し

か

っ
た
。

又
、

近

く

の
沼

や
森

も

た
つ

ね
た
。

オ
ー

ス
ト

リ

ア
で
二
番

目

に
大

き

い
都
市

シ

ュ
タ
イ

ヤ

マ

ル
ク
州

の
州
都

グ

ラ
ー

ツ
に

で
か
け

る
。

歴
史
あ

る
大
都

市

で
、

数
多

く

の
大
学
が

あ

り
学

生
も
多

く
活

気
が

あ
る
。

古

い
建
物

も

よ
く

手
入
れ

さ

れ
、
建

物

を

ひ
き
た

て
る
壁

の
彫

刻

や
細

工
は

お
し

ゃ
れ

で
、

町
全

体

に
清
潔

な
印

象
を
受

け

た
が
、

難
民

と
思

わ
れ

る
お
乞
食

さ

ん
が

各
所

で
見

ら
れ
た
。

市

内

の
ど

こ
か
ら
も

見

ら
れ

る
、

十

六
世

紀

に
建
築

の
時

計

塔

の
あ
る
城

山
か

ら
眺

め

る
町

の
景
色

は
、

こ
げ
茶

色

の

古

い
瓦
屋

根

が
段

々
と
続

き
、

こ
ん
も

り
と

し
た
緑

が
各
所

で
見

ら

れ
る
。

そ

の
中

、

両

サ
イ
ド

に
細

長
く
緑

が
続

き
、

ア
ル
プ

ス
の
雪

ど
け
水

を
豊

か

に
集

め

て
流
れ

る

ム
ー

ア
川

が

あ

る
。

こ
の
大
都
市

の
中

に
あ

り
、

悠

然
と
流

れ

る
姿

が

自

然

で
大

変
美

し

い
と
思

わ
れ

た

の
は
、
護

岸

を
緑

で

ス

ッ

ポ
リ

と
覆

っ
て

い
る

こ
と

が
起

因

の
よ
う

に
思

わ
れ

る
。

い

ろ

い
ろ

な
治
水
対

策

の
方
法

の
内

、

よ
り

自
然

に
近

い
河
川

改
修

の
工
法
を
使

い
、
現

在

の
川

の
景
観

を
保

つ
よ
う

に
な

っ

た

の

で
あ

ろ

う

(
写

1
)
。

ア
ル
プ

ス
を

ハ
イ
キ

ン
グ

し
、

湖

や
湿
原

を
訪

れ
る

(
六

・

五
～

九

)

今
度

の
旅
行

で
の

一
番

の
楽

し

み

に
し

て
い
た

コ
ー

ス

で

あ

る
。

ハ
ー

ト

ベ
ル
グ
よ

り

ア
ウ

ト
バ

ー

ソ
を
利
用

し

て
ド

イ

ッ
に
近

い
チ

ロ
ル
州

ワ
イ
デ

リ

ン
グ

に
向

か
う
。

ア
ウ

ト

バ

ー

ソ
は
制

限
速
度

=

二
〇

㎞

と
な

っ
て
い
る
が
実

際

に
は

一
五
〇
㎞

以
上

で
走

行

し

て

い
た
。

途

中
、

オ
ー

ス
ト

リ

ア

で

二
番

目
に
長

い
八
㎞

の
ト

ソ
ネ

ル
を

通

る
。

莫
大

な

工
事

費

が
か

か
り
、

か

つ
自

然

を
破
壊

し

た
た

め
の
修
復

に
と
、

ト

ソ
ネ

ル
入

口
で
四
〇

シ
リ

ソ
グ

(約

六
〇

〇
円

)
を
払

っ

た
が
、

山
を
切

っ
て
道
路

を
付

け
る
よ
り
ま

し
と
思

わ
れ
た
。

残

雪

の
あ
る
標

高

二
二
〇

〇

m
の
オ
ー

バ
ー

タ
ウ

ソ
峠

を

越

え
、
途
中

、

ツ

ェ
ラ

ム
ジ
ー

と

い
う
大
き

な
湖

が

メ
イ

ー

ソ
の
リ
ゾ

ー

ト
地

を
通

る
。

日
本

の
観

光
地

の
喧

騒
さ

が
身

に
沁
み

て

い
る

の

で
、

静

か
な

た
た
ず

ま

い

の
町
並

と
湖

の

景
観

の
素

晴
ら

し
さ

が
嘘

の
よ
う

で
信
じ

ら
れ

な
か

っ
た
。

グ ラー ツの 城 山 よ りム ア川写1

ワ イ デ ソ グ の ホ ー ゲ ル テ ネ ソ山 荘92.6月写2

夜
十
時

す
ぎ

ワ
イ
デ

リ

ソ
グ

に
無
事

到
着

す

る
。

ク
ラ

ー

マ
家

の
山
荘

・
ホ
ー
ゲ

ル
テ

ソ
ネ

は
、
築
後

八

一
年
を

経

て

い
る

上
、
約

半
年

閉

め
切

っ
て
い
た
た

め
空

気

の
流
通

が

な

い
な

ど
独
特

な
木
臭

と
カ

ビ
臭

い
匂

が

し
、

歴
史

あ

る

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
国

に
来

た

と
実
感

し

た

(
写

2
)
。

私

の
泊
ま

っ
た
部
屋

は

三
階

の

「
潜

る
部
屋
」

と

い
う

部

屋

で
、

壁
を

く

り

ぬ

い
て

二

つ
の

ベ

ッ
ト
が
付

い
て
い
る

十

五
畳

ほ
ど

の
広
さ

で
、
大
変

見
晴
ら

し
の
良

い
部
屋

で
あ

る
。

目

の
前

に
、

庭

の
ド

イ

ツ
ト

ウ

ヒ
や

ム
ラ
サ

キ
ブ

ナ
を
通

し

て
二
〇

〇
〇

m
以
上

の
石
灰

岩

の
山

々
が

並
び
、

雄
大

な
景

観
を
楽

し
む

こ
と
が

で
き

た
。

山
荘

は
開

け

て

い
な

い
部

屋

も

あ

っ
て
全

部

は
見

ら
れ

な

か

っ
た
が
、

ア

ソ
ゲ

ラ

の
両

親

が
使

っ
て
る

「
コ
ウ

モ
リ

の
部

屋
」
、
家

族

で
使

え
る

三
部

屋
続

き

の

「
青

の
部

屋
」

、

「
白

の
部

屋
」
、

三
部

屋

(
応

接
室

を
含

む
)

続

き

で
、

こ
の
山
荘

を
建
築

し
た

「
大

お
じ

い
さ

ん
達

の
部

屋
」

、
古

い
楽

譜

と
ピ

ア
ノ
が
あ

り
、

ク

ラ
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マ
ー
家

の
家

系

図
が
写
真

で
掲

げ

ら
れ

て

い
る

「音

楽
室
」

、

ほ

か

に

「
事

務

を
す

る
部
屋

」
、

「
大
食

堂
」

、

「
小
食

堂

兼
休
憩

室
」

、

「
食
器
室
」
、

「
台
所
」

、
地

下

に
洗
濯
室

、

シ

ャ
ワ
ー

ル
ー

ム
、

外

に
庇

の
下
を

利
用

し

た
卓
球

場
、

な

ど

日
本

で
は
考

え

ら
れ
な

い
広

さ

で
、
古

い
が
そ

れ
な

り

の

設
備

に
変

え

て
、

ク

ラ
ー

マ

一
族

(
運
営

管

理

二

一
人

)
が

使

用

し

て

い
る
。

ラ
ー

ス
タ
イ

の
谷

に
行

く
が

、
既

に

ワ
イ
デ
リ

ソ
グ

は
標

高

八
○
O

m
以
上

の
と
こ
ろ

で
、
少

し

の
ぼ

る
と

一
〇
〇

〇

m
は
越

え

て
し
ま

う
。

山

や
谷

は

石
灰

岩

で
形
成

さ
れ
、

独

特

な
高

山
植

物

が
育

つ
と
思

わ
れ

た
。

シ
ラ
カ

バ
や

ト
ウ

ヒ

の
類

が
道

の
両
脇

に
あ
り
、

バ

ラ
科

の
ナ

ナ
カ

マ
ド

や

ア
ル

ペ

ソ

ロ
ー

ズ
、

ピ
ー

ス

(
エ
リ

カ
)

が
混
ざ

っ
て
生
育

し
、

ハ
イ

マ
ッ
も
多

く
見

ら
れ

た
。

下

草

に

ハ
ゴ

ロ
モ
グ

サ
、

目

の
覚

め
る

よ

う
な
濃
紺

の
リ

ソ
ド

ウ
類

、

ピ

ソ
ク

の
ム

シ
ト

リ

ス
ミ

レ
、

ギ

ソ
ラ

ソ
の
仲

間
、

十

五

㎝
ほ
ど

の
大

き
さ

の

ピ

ソ
ク

の
セ
イ

ヨ
ウ

ユ
キ
ワ
リ

ソ
ウ

(
℃
ユ
【口
G
一P
h巴

コ
O
ω
⇔
)

ミ
ヤ

マ
ア
ズ

マ
ギ

ク

の
仲
間

な

ど
、

魅
力

の
あ

る
植
物

ば

か

り

で
あ

っ
た
。

ビ

ラ
湖

の
辺
り

で

セ
イ

ヨ
ゥ

ユ
キ

ワ
リ

ソ
ウ
や

キ
キ

ヨ
ウ

科

の
シ
デ

シ

ャ
ジ

ソ

(勺
ぴ
《
けΦ
G
b
P
O

げ
①
自
同
P
一磐

けず
一hO
一一¢
b
ρ
)

の
仲

間

に
会

う

。

こ

の

勺
ず
旨
Φ
二
日
o
属

の
植
物

は
大
変

苦

労

し

て
キ

キ

ヨ
ウ
科
と

い
う

の
が
分

か

っ
た
。

日
本

に
は

一

種

だ

が
北

半

球

に
四
〇
種

と
、
特

に
欧
州

に
集
中

し

て
い
る

ら

し

い
。

花

は

キ
ク
科

の
よ

う

に
幾

つ
も
集

ま
る
頭

花

で
紫

色
を

し

て
お

り
、

ル
ー
ペ

で
覗

く

と
不

思
議

な
顔
を

し

て

い

た
。頂

上

が
屏

風
岩

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る
、
約

二
六
〇
〇

m

の

シ

ュ
タ
イ

ソ
プ

ラ

ッ
テ
山

の
途
中

ま

で

ハ
イ

キ

ソ
グ

に
行

く
。

国
道

よ

り
登
山

口
ま

で
車

で
行

く

途
中

で
、

こ
ん
な
意

味

の
表

示

が

あ

っ
た
。

「
自

然
を
壊

し

て
、

登
山

口
ま

で

の

道

路

を
作

り

ま
し

た
。

管
理

の
た
め

に
、
車

一
台

四
〇

シ
リ

ソ
グ

を
寄

付

し

て
く
だ

さ

い
。

…
」

と
。

入
山
料

、
駐
車

料

金

と

も
違

い
自
発

的

に
支
払

う
環

境

料

み
た

い
な
も

の
だ
ろ

う
か
。
登

山

口
は
す

で
に

一
〇
〇

〇

m
は
越

え

て
い
る
。

石
灰
岩

の

こ
の
山

は
、

登
山
道

、
岩

場

な
ど
好

天

に
恵

ま
れ

て
白
く

反

射

し

て
ま

ぶ
し

い
ば

か

り

で
あ

っ
た
。

白
花

の

ム
シ
ト

リ

ス
ミ

レ
、

濃

い
紫

色

の

ヒ

メ

ハ
ギ

の
仲

間

(
℃
o
貯
σq
巴
鋤

巴
b
①
ω
け鼠
。。
)
が
株

立

ち
し

て
咲

い

て
お

り
、

チ

ョ
ウ

ノ

ス
ケ

ソ
ウ
も

た
く

さ
ん
咲

い

て
い
た
。

ま

だ
残

雪
が

あ
り
、

と

け

た
と

こ
ろ

か
ら
春

の
花

が
咲

い

て
い
る
。

ク

ロ
ッ
カ

ス
の
原

種

や
、

シ
ベ
リ
ヤ

リ

ュ
ウ
キ

ソ
カ
、

ウ

ル
ッ
プ

ソ
ウ
科

の

ル

リ

カ

ン
ザ

シ
、

サ

ク
ラ

ソ
ウ
科

の
ア

ル
ペ

ソ
ス
ノ
ー

ベ

ル
な

ど

可
愛

ら
し

い
花
ば

か
り

で
、

ち

っ
と
も

先

に
進

ま

な

い
の

で
、

ア

ソ
ゲ

ラ

の
お

父
さ

ん

に
、

「
フ
ク

チ
は
牛

に
な

っ
た

の
で
ゆ

っ
く

り
草
を
食

べ

て
お

い
で
」

と

い
わ

れ

て
し
ま

っ

た
。

と

い
わ

れ
た
が
、

そ
れ
な

り

に
急

い

で
花
達

を

カ

メ
ラ

に
収

め

た
。
樹

木
類

は
少

な
く

モ
ミ
や

ト
ウ

ヒ
が
所

々

に
あ

り
、

ハ
イ

マ
ッ
が
地

面
を
覆

っ
て
い
る
。

セ
イ

ヨ
ゥ
ォ

ニ
シ

バ

リ
、

セ
イ

ヨ
ウ

ヒ
メ

ス
ノ

キ
な
ど

の
他

に
、
黄

色

の

サ
ク

ラ

ソ
ウ

(
勺
『
一ヨ
G
[一〇

①
一鋤
辞
一〇
憎
)

の
群

落

、

セ

イ

ヨ
ウ

キ

ソ

バ

イ

の
株

立

ち
、

キ
バ

ナ
ノ

コ
マ
ノ

ッ
メ

の
群
落

と
、

黄
色

の
花

が

多
く

見
ら
れ

た
。
歩

い

て
も

遮

る
も

の
が
な

く
、
屏

風
岩

の
下
迄

疲
れ

る
こ
と

な
く

ゆ

っ
く

り
登

る
こ
と

が

で
き

た
。

展

望

の
き
く
所

で
、
遠

く

に
中

央

ア

ル
プ

ス
、

眼
下

に

ワ
イ
デ

リ

ソ
グ

の
町

と

ビ
ラ
湖

を
望

み
思

う
存
分

清

風
を
満

喫

し

た
。

翌

日
、

ド
イ

ツ
に

い
る

ア

ソ
ゲ

ラ

の
叔

父
さ

ん
も

山
荘

に

来

て
、

ラ
ー

ス
タ
イ

の
自

然
保
護

区

に
案

内

し

て
く

れ
た
。

そ

こ
は
牧
草

地

の
隣

で
、

ハ
イ

マ
ッ
の
中

に
イ
チ

ヤ
ク

ソ
ウ

の
類
、

ア

ル
ペ

ソ

ロ
ー
ズ

(
カ
O
ω
ロ

b
①
コ
α
⊆
財
コ
鋤
)
、

ス
ズ

ラ

ソ
、

ウ
ズ

ラ
バ

ハ
ク

サ

ソ
チ
ド

リ

の
仲

間
、

オ
ダ

マ
キ
の

類

、

ア

マ
ド

コ
ロ
の
仲
間

、

サ

ク
ラ

ソ
ウ

の
類

、

エ
リ

カ
、

写3ラ ー ス タ イ 保 護 区 の

カ ラ フ トア ツモ リ ソ ウ

ヒ

ロ

ハ
ヘ
ビ
ノ
ボ

ラ
ズ

な
ど
が

あ

る
。

そ
し

て
今

日

の
お

目

当

て
、
保

護

さ
れ

て

い
る

ラ

ソ
、

カ

ラ
フ
ト

ア
ツ

モ
リ

ソ
ウ

(
○
《
胃

昼
①
α
置
日

0
9
0
Φ
o
ξ
。・
い
・
)

が
見

ご
ろ

に
咲

い

て

い
た
。

丈
が

三
〇

㎝
程
、

袋
状

で
濃

い
ク
リ
ー

ム
色

の
唇

弁

に
小

豆
色

の
側

花
弁

と
、

か
れ

ん

な
姿

で

二
〇
株
程

が
確

認

さ
れ

た
。
我

が
国
唯

一
礼

文
島

の
も

の
を

見
た

こ
と
も
無

く

外

国

で
巡

り
逢

う

の
も
何

か
の
縁
だ

ろ

う
か

(写

3
)
。

又
、

四
〇
〇

年
続

い
て

い
る
農
家

の
ご

主
人

ミ
リ

ソ
ガ
さ

ん
が

、
所

有

の
三

・
五

⑫

の
湿
原

を

案
内

し

て
く
れ

る
。

や
は

り
牧

草
地

に
面

し

て

い
る
が
、

牧
草

地

に
は
色

と

り
ど

り

の
花

が
咲

き
乱
れ

、
濃

い
ピ

ソ
ク

の
カ

ッ

コ
ウ

セ
ソ
ノ
ウ

(
い
《
o
び
巳
ω
自
o
の
-
o
¢
〇
三
一
)
、

シ
オ

ガ

マ
ギ
ク

の
仲

間
、

フ
ラ

ソ
ス
ギ

ク
、

ハ
イ

キ

ソ
ポ

ウ
ゲ

な
ど
。

そ

し

て
湿
原

に

入
る
と
、

じ

ゅ
う

た
ん
を

引

き

つ
め
た

よ
う

に
ピ

ソ
ク

の
花

が

咲

い

て
い
る
。

よ
く
見

る

と
、

ツ
ル

コ
ケ

モ
モ
そ

の
も

の

で
あ

っ
た
。
歩

く
と
足

の
下

で
何

十
と

い
う
花
が
踏

ま
れ
る
、

正
に
足

の
踏

み
場
が
な

い
の
で
あ
る
。

水
た
ま
り
は
花

の
終

っ

た

ミ

ツ
ガ

シ

ワ
が
あ

り
、

少

し
乾

い
た

と

こ
ろ

は
湿
原
特

有

の
カ

ヤ

ツ
リ
グ

サ
が

茂

り
、
特

に

ワ
タ

ス
ゲ
は
大

型

で
柄

の

打

っ
た
も

の
が
多

く
見

ら
れ

た
。

ミ
ズ

ゴ
ケ

の
中

で
水
滴

が

付

い
て
キ

ラ
キ

ラ
輝

く
食

虫
植

物

ナ
ガ

バ

モ
ウ
セ

ソ
ゴ
ケ

に

出

会

う
。

サ

ロ
ベ

ツ
で
も
見

ら
れ

な
か

っ
た

の
で
、

こ

こ
で

60



会

え

る
事

に

不
思
議

な
気

が

し
た
。

や
は

り

こ
こ

で
も

カ
ラ

フ
ト

ア

ッ

モ
リ

ソ
ウ
が
あ

り
、

ミ
リ

ソ
ガ

さ
ん

は
大
事

に
し

た

い
と
言

っ
て

い
た
。

こ

の
小

さ
な

湿
原

は
今
年

か
ら
学
術

調

査

が
入

る
予
定

に
な

っ
て
い
る
と
聞

い
た
。

こ
の

ミ
リ

ソ
ガ
家

の
入
り

口
に
は

『
ジ

ソ

マ
ー
』

の

マ
ー

ク
が
付

い

て
い
る
。
民
宿

の

マ
ー
ク

で
、
台

所
、

シ
ャ

ワ
ー
、

寝

室

と
も

う

一
部
屋

付
き

で
四
人
ま

で
泊

ま
れ

る
設

備

が
整

い
、

一
日
四
〇

〇

シ
リ

ソ
グ

(
六
〇

〇
〇

円
)

で
貸

し

て

い

た
。

ス
キ
ー
場

が
十

ニ
カ
所

あ
り
大
勢

の
人
が
集

ま

る

の
で
、

冬

は

二
年

先

ま

で
予

約

が
あ

る
と
聞

い
た
。

夜

は
、

ツ

エ
ラ

ム
ジ

ー

の
湖

近

く

の
レ

ス
ト

ラ

ソ
で
、

カ

ワ

マ
ス
料

理

と
無
農

薬

ブ
ド

ウ

の

ワ
イ

ソ
を
堪

能

す
る
。

ザ

ル

ツ
ブ

ル
グ

、

イ

ン
ス
ブ

ル

ッ
ク
か

ら
山
岳

観
光

地

ハ
イ

リ
ゲ

ン
ブ

ル
ー
ト

へ

(
六

・
九
～

十

三
)

ド
イ

ッ
を

通

っ
て
ザ

ル

ツ
ブ

ル
グ

へ
い
く
。

町

の
背

後

の

岩

山

に
そ

び
え

立

つ
、

オ

ー

ス
ト
リ

ア
最
古

の
お
城

ホ
ー

エ

ソ
ザ

ル
ツ
ブ

ル
グ
城

か
ら
は
市
内
が

一
望

で
き
、

ザ

ル

ツ
ア
ッ

ハ
の
清

流

が
ゆ

っ
た
り
と
流

れ

る
様

子
は
時

間

を
忘

れ

さ
せ

る
。

一
泊
後

ザ

ル
ツ
ブ

ル
グ
駅

よ
り
汽

車

で
イ

ソ

ス
ブ

ル
ッ

ク

に
向

う

(
写

4

)
。

こ
の
汽
車

の
旅

で
は
、

ラ
ビ

ッ
ト
カ
ー

ド
を
利

用

し

た
。

一
〇

七
〇

シ
リ

ソ
グ

(約

一
三
〇
〇

〇
円

)

で
利
点

は
発

行

日
よ
り

一
〇

日
間

の
う
ち
四

日
、

ど

の
汽
車

で
も
乗

り
放

題
。

更

に
、

船

や
長

距
離

バ

ス
の
割

引
も

あ

る
。

駅

は
改

札

が
無

く
、
出

入
り
自

由
。

た
だ

し
汽

車

に
乗

る
と
発

車
す

る

こ
と

に
車
掌

が

検
札

に
来

る
。

カ

ー
ド

に
そ

の
利

用

日
を
押

印

し

て
も

ら

う
。

そ

の
日

に
ほ

か

の
汽
車

に

い
く

ら
乗

っ
て
も
後

は
提

示
す

る

だ

け

で
あ

る
。

チ

ロ
ル
州

の
州
都

で
あ

る
イ

ソ
ス
ブ

ル

ッ
ク

は
、
所

々
雪

が
残

る

ノ

ル
ト

ケ

ッ
テ

の
岩

山
を

仰
ぎ
、

ア

ル
。フ
ス
の
豊

か

な
水

を
集

め
る

イ

ソ
川

の
流

れ

る
歴
史

あ

る
古
都

で
あ

る
。

写4ホ ー エ ソ ザ ル ツ ブ ル グ城 よ りザ ル ツ ァ ッ
ハ ー 川 の 清 流

石

畳

の
続

く

中
、

ロ

マ
ネ

ス
ク
、

ゴ

シ

ッ
ク

の
優
雅

な

ア
ー

ケ
ー
ド

が

そ

の
ま

ま
残

さ
れ
、

内

部
を
改

造

し

て
お

し

ゃ
れ

な

ブ

テ

ィ

ッ
ク
街

と

な

っ
て

い
た
。

メ
イ

ー

ソ
の

「
黄
金

の

小

屋
根
」

、

女
帝

マ
リ

ヤ

・
テ
レ
ジ

ア
ゆ

か
り

の
凱
旋

門

や

ホ
ー

フ
キ

ル
ヒ

ェ
教
会

な

ど
を
見

て
歩

い
た
。

夕
方

、

イ

タ
リ

ア
を
通

っ
て
リ

エ
ン
ツ
と

い
う
小

さ
な
山

間

の
町

に
下

り

た
。
宿

は
、

ゴ

ー

ル
ド

・
フ
ィ

シ

ュ
と

い
う

三

つ
星

印

の
ガ

ス
ト

ッ
フ

(
旅
宿

)
、

ツ
イ

ソ
ル
ー

ム
で
、

朝
食
付

き

一
人

二
五
〇

シ
リ

ソ
グ

(約

三
〇

〇
〇
円

)
と
ベ

ッ

ト
も
清

潔
、

部

屋
も

広
く

言

う

こ
と

な

し
。

翌
朝

早

起
き

し

て
、

バ

ス
で
山
岳

観
光

地

の

ハ
イ
リ

ゲ

ソ

ブ

ル
ー

ト

(
一
三
〇

一
m
)

に
向

か

っ
た
。

オ

ー

ス
ト
リ

ア

最
高

峰

の
グ

ロ
ス
グ

ロ
ッ
ク
ナ
ー

(
三
七
九

七

m
)

に
氷
河

を
見

に
行

く

予
定

で
、

定
期

の
観
光

バ

ス
の
出

る

ハ
イ
リ
ゲ

ソ
ブ

ル
ー

ト

に
行

っ
た
が
、

六
月

で
観

光
客

が
少

い
た
め

一

時
中

止

と

な

っ
て

い
た
。

ピ

ラ
ミ

ッ
ト

の
よ
う

に
そ

び
え
立

つ
グ

ロ
ス
グ

ロ

ッ
ク

ナ
ー
を
仰

ぎ
見

な
が

ら
、
牧
草

地
を

通

り
、
近

く

の
登
山

道
を

歩

い

て
み

た
。

眼

下

の
谷

間

に
、

小

さ
な
家

々
、

教
会
、

民

宿
、

ホ

テ

ル
、
牧
草

畑

と
、

ア

ル
プ

ス
の
少

女

ハ
イ

ジ

の
風

景

そ

の
も

の
、

や
は
り
来

て
良

か

っ

た
と
感
じ

た
場
所

で
あ
る
。

た
く
さ

ん
の
花
が
咲

い
て
お
り

、

印

象

に
残

っ
た

の
は

三
色

ス
ミ

レ
の
原
種

の
よ
う
な
、

ブ
イ

ル
ド
パ

ソ
ジ

ー

(≦

○
冨

巳

8

δ
憎
)

の
花
が

黄
色

か
ら
白

色
、

中
間

と
様

々
に
咲

い

て
い
た

こ
と

で
あ

っ
た
。

憧
れ

の
ウ

イ

ー

ン
を

訪
ね

、

メ
ル
ク
よ

り

「
美

し
き

青
き

ド

ナ

ウ
」
を

下

る

(
六

・
十

五
～

二
十

)

ウ

イ
ー

ソ
北

駅

で
降

り
地
下

鉄

で

ア
ソ
ゲ

ラ
の
借
り

て

い

る

ア
パ
ー

ト

へ
行

く
。
今

は
、

ウ
イ
ー

ソ
大
学

に
日
本

か
ら

派

遣

さ
れ

て

い
る
、
東

京
外
語

大

の
社
会

学

の
先

生
が

ア
ソ

ゲ

ラ
か
ら
借

り

て
使

っ
て
い
る
。
大

変
交

通

な
ど

の
便

利

の

よ

い
と

こ
ろ

で
、

部
屋

も

三

つ
あ
る

の
で

五
日
間
そ

こ
を
宿

と
す

る
。

ア

ソ
ゲ

ラ
の
母
校

、

ウ
イ

ー

ソ
大
学

を
訪

ね
、
歴

史

の
あ

る
講

堂
、

図
書

館

な
ど
も

見
学

す
る
。

さ
す

が
様

々
な
人

種

で
あ

ふ
れ
る
首

都

ウ
イ

ー

ソ
は
賑

や

か

で
あ

る
。

オ

ペ
ラ
座

の
前

よ
り

リ

ソ
グ

と

い
う
環

状
線

の

都
電

に
乗

り
中

心
部

を

一
巡

り
す
る
。
電
車

の
路
線
沿

い
に
、

オ

ペ
ラ
座
、

ホ
ー

フ
ブ

ル
グ
宮

殿
、

国
会
、

ウ
イ
ー

ソ
市

役

所

、

国
立
劇
場

、

ウ

イ
ー

ソ
大
学
、

ヒ

ル
ト

ソ
ホ

テ

ル
を
初

め
外
資
系

の
ホ
テ
ル
な
ど

ロ
マ
ネ

ス
ク
、

バ

ロ
ッ
ク
、

ゴ
シ

ッ

ク
風

の
建
物

が
次

か

ら
次

へ
と
見

る

こ
と
が

で
き
た
。

夜

オ

ペ
ラ
座

の
立
ち
見
席

が
案

外
簡
単

に
買
う

こ
と
が

で
き
、
プ

ッ

チ

ー

二
の

「
ラ

・
ボ

エ
ー

ム
」

を
鑑
賞

す

る
。

オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
は

ウ
イ
ー

ソ

フ
ィ
ル
、

ウ

イ
ー

ソ
少
年
合

唱
団
も
出
演

し
、

楽

し

い
時

間
を

過
ご

し

た
。

ハ
プ

ス
ブ

ル
グ
家

ゆ

か
り

の

シ

ュ
ソ
ブ

ル
ー

ソ
宮

殿
、

ベ

ル
ベ
デ

ー

レ
宮

殿

の
庭
園

な

ど
を
訪

れ

る
。
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昼

か
ら

は
、

ア
ソ
ゲ

ラ

の
八
四
才

の
大

お
ば

さ

ん
を
訪

ね

る
。

八

三
年

住

ん

で

い
る

ア
パ
ー

ト

の
六
階
だ

が
、

見
晴

ら

し
の
よ

い
ベ
ラ

ソ
ダ

で
お
ば

さ
ん
手
作

り

の
ル
バ

ー
ブ
の
ケ
ー

キ

で
お
茶

を

い
た
だ

く
。

町

の
中

だ
と

い
う

の

に
、

中
庭

に

面

し

た

ベ
ラ

ソ
ダ

は
大
変

静

か

で
、

ア

ム
ゼ

ル
が

よ

い
声

で

鳴

き

ア

マ
ツ
バ

メ
も

す

い
す

い
と

飛

ん

で
い
た
。

ハ
ソ
ガ
リ

ー
と

の
国
境

に
あ
る
大
き
な
湖

ノ
イ
ジ
ー
ド

ラ
ー

の
中

の
、

ラ

ソ
ゲ

ラ

ッ
ケ
湖

他

二
か
所

を
訪

ね
た
。

こ

こ
は

広
大

な

バ
ー
ド

サ

ソ
ク
チ

ャ
リ

ー
と

な

っ
て

い
る
。

湖

の
周

り

は
見
渡

す

か
ぎ

り

の
草
原

、

そ

の
中

タ
ゲ

リ

の
類
が

抱
卵

し

て

い
る
ら

し
く
、

『
踏

み
込
ま

な

い
で
…
ビ

ッ
テ
ナ

ニ
ガ

シ
…
』

と
掲

示
さ

れ

て

い
た
。
出

会

っ
た
鳥

は
、
感

動

し

て

み

た

ヘ
ラ

サ
ギ
、

コ
ウ

ノ
ト
リ
、

ヨ

シ
キ
リ
?
、

ヒ
バ
リ
、

ガ

ソ
、

カ

モ
、

カ

モ
メ
、

ア
ジ

サ

シ
の
種
類

、
鳥

オ

ソ
チ

で

詳

し
く
分

か

ら
な

い
が
、

ま
し

て
双

眼
鏡

だ
け

で
は

と

て
も

分

か
ら

な

い
。

草

原

の
中

に
は

カ

ミ

ツ
レ
、

オ

ウ

シ

ュ
ウ

マ

ソ
ネ

ソ
グ

サ
、

ヒ

エ
ソ
ソ
ウ
、

レ

ン
リ

ソ
ゥ
、

マ
ツ

ム
シ

ソ

ウ
な
ど

が
見

ら
れ

た
。

帰
り

は
、

湖

に
近

い

コ
ウ

ノ
ト

リ
と

ワ
イ

ソ

で
有
名

な

ル

ス

ツ
と

い
う

村

に
よ

る
。

小

さ

い
町

の
家

々
の
屋
根

の
煙

突

に
は
、

多
く

の

コ
ウ
ノ

ト
リ
が

巣
を

掛

け
、
子
育

て
を

し

て

い
た
。

ホ
イ
リ

ゲ

に
入

り

ワ
イ

ソ
を

飲
む

が
甘
味

の
少

な

い

さ

っ
ぱ

り

し
た
味

が
気

に
入

っ
た
。

メ

ル
ク
～

デ

ュ
ー

ソ
シ

ュ
タ
イ

ン
の
間

が
、

と

て
も
景

色

が
素
晴

ら

し

い
と

の
事

で

一
時

間
半

の
ド
ナ

ウ
川
下

り

の
船

旅

を

す
る
。

「
美

し
き
青

き

ド

ナ
ウ
」
を

船

で
行
く

と
、

両

岸

か
ら
岩

山
が

迫

り
、

ロ

マ
ソ
秘

め
ら

れ
た
古

城
が

次

々
と

見
ら

れ

心
地

よ

い
風
を
受

け
、

あ

っ
と

い
う
間

に
デ

ュ
ー

ソ

シ

ュ
タ

イ

ソ
の
町

に
着

い
て
し
ま

っ
た
。

遅

く

に
ウ
イ

ー

ソ

に
戻

る

と
、

ア
ソ
ゲ

ラ

の
就

労

ビ
ザ
が

下
り

た
由
札

幌

よ
り

連
絡

が

あ

っ
た
。

ま
ず

は

一
安

心
。

翌

日
、

バ

ー
デ

ソ
に
あ

る

ア

ソ
ゲ

ラ

の
お

ば
あ

さ

ん

の
別

荘

に
行

く
。

庭

の
草

刈

り

に
来

て

い
た

ア
ソ
ゲ

ラ

の
お
父

さ

ん
、

お

母
さ

ん
、
弟

と

そ

こ
で
合
流

す

る
。
昔

よ

り

バ
ー
デ

ソ
は
温
泉

保
養

地

と
し

て
有

名
な

と

こ
ろ

で
、

温
泉

設

備

の

整

っ
た
大
き

な
ホ

テ

ル
、

テ

ル
メ
が
並

ん

で
い
る
。

た
だ

し
、

土
産
店

の
ひ

し
め

く

日
本

の
温
泉

保
養

地

の
イ

メ
ー

ジ
は

な

い
。裏

の
ク

ロ
マ
ッ
の
林

に
白

い
実

の

つ
く

セ
イ

ヨ
ウ

ヤ
ド

リ

ギ

が

つ
い

て

い
た
。

マ
ツ
に
も

つ
く

の
だ
ろ

う

か
…

…
。

ハ
ー
ト

ベ
ル
グ

で
ゆ

っ
く

り
帰
国

の
準
備

を

し
、

帰

り
は

ソ

ウ

ル
に
寄

り
道

を

す
る

(
六

・
二

一
～

二
八
)

感

激

し
た

こ
と

が

二

つ
あ

っ
た
。

一
つ
は
庭

で
夕
食

を

し

て

い
た
時
、
何

匹

か
の

ホ
タ

ル
が

フ

ワ
、

フ

ワ
飛

ん

で
い
る
、

何

十
年

ぶ
り

に
見

る

ホ
タ

ル
で
あ

る
。
何

年
来

の
農
作

物

へ

の
無
農
薬

化

、
低

農
薬

化

の
結
果

で
あ

る
と

聞
き

、
何

と

も

羨

ま

し

い
か
ぎ

り

で
あ

っ
た
。

も

う

一
つ
は
夜

、

猛
烈

な
カ

ミ
ナ

リ
が
鳴

り
出

し
変

電
所

に
カ

ミ
ナ

リ
が
落

ち
停

電

と
な

っ
た
。

ロ
ウ

ソ
ク
を

と
も

し

た
中

で
、

電

気

が

つ
く
ま

で
、

ア

ソ
ゲ

ラ
の
お

父
さ

ん
が

即

興

で
ピ

ア
ノ
を
弾

い
て
く
れ

、

ワ
イ

ソ
を
飲

み
な

が

ら
豊

か

な
気
分

で

一
時

の
闇

を
楽

し
ん

だ
。

し
み
じ

み

と
音
楽

の
国

を
感
じ

た
次

第

で
あ

っ
た
。

二
五
日

は

ア

ソ
ゲ

ラ
と
弟

の

マ
ー

チ

ソ
が
車

で
ウ

イ
ー

ソ

空
港
ま

で
送

っ
て
く
れ

た
。

手
続

き
を
す
ま

せ
、
税

関

で
タ

ッ

ク

ス

・
フ
リ
ー

の
証

明
印

U

三
六

の
判

を
も

ら
う
。

隣

の
銀

行

で
円

で
約

七
〇

〇
〇

円

の
割

り
戻

し
を
受

け

る
。

オ
ー

ス

ト

リ

ア
に
来

る
観

光
客

へ
の
利
点

、

一
〇
〇

〇

シ
リ

ソ
グ

以

上

の
買

い
物

を

し
た

と
き

に
戻

る
税
金

で
、

利
用

し

た
お
店

で
書
類

を
請

求

す

る
と
記

入
、
証

明

し

て
く

れ

る
。

そ
し

て

出

国
の
と

き
税
関

へ
提
出

す
る
。

夕
方

ソ
ウ

ル
に

つ
き
、
往

き
と

同
じ

ホ
テ

ル
に

二
泊

す

る
。

予
約

の
ッ
イ

ソ

ル
ー

ム
が

ふ
さ

が
り
、

ど

う
し

た
わ

け

か
代

わ

り

に

ス
イ

ー

ト

ル
ー

ム
を

用
意

し

て
く
れ

た
。

お

か
げ

で

快
適

に
過

ご

せ
、

日
本

の
衛

星
放
送

で

ニ

ュ
ー

ス
を
見

、
夜

は
映

画

を
見

て
楽

し

ん
だ
。

ソ

ウ

ル
市
内

を

二
日
間

地
下

鉄

を
利
用

し

て
ウ

ォ

ッ
チ
ソ

グ
す
る
。
白
凡
広
場

に
あ
る
安

重
根

の
記
念
碑
、
南
山

タ
ワ
ー
、

南
山

植
物

園
、

韓

国

の
家

、
韓

国

王
朝

の
李

朝

二
七
代

に
わ

た
る

王
た
ち

の
廟
所

の
宗
廟
、

昌
慶
宮

な
ど
を
訪

ね

て
み

た
。

昌
慶

宮

の
庭

に
は
、

エ
ゴ

ノ
キ
、

ハ
シ
バ
ミ
な

ど
が

よ
く
目

に

つ
き
、

芝
生

に
は
カ

サ

サ
ギ
が

た
く

さ
ん

い
た
。

日
本

で

は

ご
く

限
ら

れ
た
所

に
し

か

い
な

い
の
に
と
、

変

な
と

こ
ろ

で
外

国

を
意
識

し

た
。

ソ

ウ

ル
の
空

港

も
手
続

き

が

ス

ム
ー

ズ

に
い
き
、

順
調

に

千
歳

に
到
着

し
た
。

オ
ー

ス
ト
リ

ア
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の

ほ
ぼ
中

央

に
位
置

し
、

七

か
国

と
国
境

を

接
し

て
い
る
。

北
海
道

よ

り
や

や
広
く
人

口
も

ほ
ぼ
同

じ
七

〇
〇

万
人
、

八

つ
の
州

と
首

都

ウ
イ
!

ソ

で
成

り

立

っ
て
い
る
。

森
林

な
ど

は
徹
底
的

に
管

理
さ
れ
、
計

画
的

に
利

用
さ
れ

、

木
材

と

し

て

ア
ラ
ビ

ヤ
、

イ

タ
リ

ヤ
方
面

に
輸

出
さ

れ

て
い

る
。ア

ム
ゼ

ル

(
ク

ロ
ウ
タ
ド

リ
)

の
声

が

い

つ
で
も
聴
か
れ

、

農

山
村

を
汽
車

で
通
る

と
、

シ
カ
、

ノ
ウ
サ
ギ
、

コ
ウ

ラ
イ

キ

ジ
な

ど
が
多

く

見
る

こ
と

が

で
き
、
夜

に
は

ホ

タ

ル
が
舞

う
。農

村

リ
ゾ

ー

ト
の
あ

り
方

な
ど
、

私

な
り

に
考

え

る

こ
と

が
多

い
旅

で
あ

っ
た
。

マ

ロ

ニ
エ
の
咲

く
頃
訪

れ
、

リ

ソ
デ

ソ
バ

ー

ム
の
咲

き
始

め

た

一
か
月
間

、

オ
ー

ス
ト
リ

ア
流

に
ゆ

っ
く

り
と

し
た
時

間

が
流

れ
、
経

済
優

先

の
煩

雑
さ

の
中

に
帰

る

の
が

一
瞬
躊

躇

さ
れ

た
。
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